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無
事
故
願
い
交
通
安
全
村
民
大
会

県
警
本
部
長
の
二
度
に
わ
た
る
非
常
時
態
宣
言
に
も
か
か
わ
ら
ず

多
発
す
る
交
通
事
故
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
泥
沼
の
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
防
止
は
な
ん
と
い
っ
て
も
住
民
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
と
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
党
に
ま
つ
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
市
浦
村
民
は
、
交
通
安
全
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し

「

わ
が
家
か
ら
」

「
わ
が
職
場
か
ら
」

「
わ
が
村
か
ら
」
交
通
事
故
に

帥
"年
7月号

よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
ず
、
平
和
で
住
み
よ
い
郷
土
と
幸
せ
な
家
庭
を

つ
く
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
―
。

交
通
安
全
市
浦
村
民
大
会
は
七
月
二
十
四
日
相
内
児
童
館
に
約
百

人
の
村
民
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
事
故
絶
減
に
む
け
て
の
決
議
を
し

た
あ
と
村
内
の
め
ぬ
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
、
命
の
大
切
さ
を
住
民

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

関
連
記
事
二
面
に

誓 孫轍呼
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広報しうら ②

盛
り
あ
が
る

夏
の
交
通
安
全
運
動

大
会
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に
　
　
因
は
暴
走

・
飲
酒
運
転
に
よ
る
も

黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
二
重
　
　
の
が
圧
倒
的
に
多

い
。
暴
走

・
飲

助
役
が

「市
浦
村
内
で
三
名
の
交
　
　
酒
運
転
を
な
く
す
る
こ
と
が
私
た
・

通
事
故
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
は
　
　
ち
み
ん
な
の
つ
と
め
で
あ
る
。
」

残
念
で
あ
る
。
交
通
事
故
は
住
民
　
　
と
事
故
防
止
対
策
の
説
明
が
あ
り

自
身
が

『
わ
が
家
か
ら
」

「
職
場
　
　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

か
ら
」

「地
域
か
ら
」
交
通
事
故
　
　
　
続
い
て
、
役
場

。
営
林
署

。
郵

は
絶
対
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
　
　
便
局

・
建
築
組
合

・
小
学
校
保
育

す
る
な
ら
ば
事
故
は
防
げ
る
は
ず
　
　
所
母
の
会

・
婦
人
会

・
市
浦
電
子

だ
。
こ
の
大
会
を
契
機
に
心
を
新
　
　
音
響
の
各
代
表
か
ら
力
強

い
「
交

た
に
し
て
事
故
防
止
に
つ
と
め
よ
　
　
通
安
全
宣
言
」
が
あ
り
ま
し
た
。

う
。
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
　
　
　
終
わ

っ
て
か
ら
参
加
者
全
員
で

松
橋
金
木
警
察
署
長
か
ら
は

「　
　
村
内
を
パ
レ
ー
ド
、
安
全
を
う

っ

県
内
、
金
木
署
管
内
の
交
通
事
故
　
　
た
え
ま
し
た
。

の
現
況
報
告
が
あ
り
、
事
故
の
原

パ レー ドには松橋警察署長 や

二重助役 も参力0し ま した。

―
魚
専

―

マ
ス
コ
ツ
ト

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
サ
ー
ビ
ス

交
通
安

全
宣

言

つ
い
二
日
前
の
二
十
二
日
の
夜

中
の
こ
と
で
す
。

「清

一
、
お
ぎ

ろ
」
と
い
う
母
の
声
に
、
ぼ
く
は

び

っ
く
り
し
て
目
を
さ
ま
し
ま
し

た
。
家
の
近
く
で
交
通
事
故
が
お

き
た
ら
し
い
の
で
す
。
母
は

「
ド

ン
」
と
い
う
大
き
な
音
に
目
を
さ

ま
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

事
故
は
、
ぼ
く
の
家
か
ら
二
十

メ
ー
ト
ル
ば
か
り
は
な
れ
た
と
こ

ろ
で
お
き
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
に
、
白
と
み
ど
り
の
乗
用
車
が

二
台
ぶ
つ
か

っ
て
い
ま
し
た
。
白

の
自
動
車
は
前
が
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ

に
つ
ぶ
れ
、
ガ
ラ
ス
が
こ
わ
れ
、

ハ
ン
ド
ル
が
ま
が

っ
て
い
ま
し
た
。

け
が
を
し
た
人
は
、
暗

い
の
で

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ま
も
な
く
来
た
救
急
車
の
タ
ン
カ

に
乗
せ
ら
れ
て
病
院

へ
運
ば
れ
ま

十
一示

五
年

宮

崎

清

一

ぼ
く
は
、
そ
れ
を
み
る
と
こ
わ

く
て
心
ぞ
う
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

こ
と
し
に
入

っ
て
か
ら
市
浦
村

で
、
も
う
十
件
も
交
通
事
故
が
お

き
て
い
る
そ
う
で
す
。

な
く
な
っ
た
人
も
二
人
で
、
こ

れ
は
金
木
署
管
内
で
は

一
番
多

い

そ
う
で
す
。
け
し
き
の
美
し
い
平

和
な
市
浦
村
を
交
通
事
故
で
け
が

し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
た
ち
は
、
学
校
で
も
交
通

の
き
ま
り
を
勉
強
し
た
り
、
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
の
勉
強
を
し

き
ま
り
を
よ
く
守

っ
て
絶
対
に
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

安全運転をしてね。′と
マスコットを配る母の会

脇
元
保
育
所
白
鳥
ク
ラ
ブ
母
の

会

（会
長
竹
谷
ヨ
シ
エ
）
で
は
、

こ
の
ほ
ど
運
転
者
に
交
通
安
全

マ

く
ば
り
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て

母
の
会
で
は
、
子
ど
も
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
。
と
衡
頭
指
導

に
あ
た

っ
た
り
、
定
期
的
に

「
母

と
子
の
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
積
極
的
な
運
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
日
も
、
三
十
人
の
会
員
が

衡
頭
に
出
て
マ
ス
コ
ッ
ト
や
ア
イ

ス
コ
ー
ヒ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

ま
し
た
が
、
配

っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト

も
全
部
会
員
が
仕
事
の
合

い
間
に

作

っ
た
も
の
で
、
か
わ
い
い
マ
ス

コ
ッ
ト
を
手
に
し
た
運
転
者
も

一

必
ら
ず
安
全
運
転
を
し
ま
す
。
」

と
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ

っ
て
い
ま
し

「ぼ
く
た
ち
は
交
通
の
き
ま
り
を
守
り
ま
す
。
」

交
通
安
全
宣
言
を
す
る
宮
崎
君



③ 広報しうら

整
継
れ
一＃
て
継
揚
抵
小
榔
一
・・ｔ
ｔ

ｉ‐―ょ一”
●

環
美
協

（略
称
）
を
結
成

美
し
い
自
然
を
守
り
、
環
境
を

美
化
し
て
快
適
で
住
み
よ
い
郷
土

づ
く
り
を
し
よ
う
―
―
。

去
る
七
月
五
日
、
海
岸
、
堤
防
、

部
落
、
観
光
清
掃
の
実
績
を
も
つ

村
内
の
十

一
団
体
が
集
ま
り
、
市

浦
村
環
境
美
化
推
進
団
体
連
絡
協

議
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
来
年
度
予
定
さ
れ
て

い
る

「環
境
美
化
宣
言
の
村
」
創

設
に
む
け
て
の
準
備
段
階
と
し
て

結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
協

渤 のしおり

議
会
長
に
選
ば
れ
た
浜
田
さ
ん
は
、
　

動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

「自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り

・
　

」う
な
い
ｃ
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
地
域
は
私
た
ち
の
手
で
　
　
　
各
団
体
の
清
掃
分
担
区
域
と
役

清
掃
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
環
　
　
員
は
次
の
と
お
り
。

美
協
が
発
足
し
ま
し
た
。
ゴ
ミ
問
　
　
　
■
　
清
掃
分
担
区
城

題
の
根
本
は
片
付
け
る
こ
と
よ
り
　
　
　
○
　
衛
生
組
織
＝
部
落
内

（相

も
不
法
投
棄
を

い
か
に
し
て
な
く
　
　
　
　
　
内
、
太
田
、
桂
川
、
磯
松
、

す
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
き
　
　
　
　
　
脇
元
、
十
二
）

れ
い
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
　
　
　
Ｏ
　
商
工
会
青
年
部
＝
観
光
地

た
め
に

一
般
住
民
は
も
ち
ろ
ん
の
　
　
　
　
　
（五
月
女
蒟
Ｔ
展
望
台
）

こ
と
、
産
業
界
に
も
協
力
を
求
め
、
　

　

Ｏ
　
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
＝
大
田
道
、

村
民

一
体
と
な

っ
て
清
掃
美
化
運
　
　
　
　
　
桂
川
道
、
相
内
～
境
間
、

マ
イ
カ
ー
と
税
金

自
動
車
の
保
育
台
数
は
年
々
増

加
し
、
現
在
三
千
万
台
を
超
え
て
、

十
年
前
の
約
二
倍
に
な

っ
て
い
ま

と
こ
ろ
で
、
自
動
車
や
自
動
車

用
の
燃
料
に
は
い
ろ
い
ろ
な
税
金

が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
種
類
と

税
負
担
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
税
金
の
種
類

国
税
―
物
品
税
、
自
動
車
重
量

税
、
揮
発
油
税

・
地
方
道
路
税
、
　

　

税
、
軽
油
引
取
税
。

石
油
ガ
ス
税
。
地
方
税
―
自
動
車
　
　
▽
マ
イ
カ
ー

一
台
当
り
の
税
負
担

取
得
税
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
　
　
　
額

相
内
～
五
月
女
池
橋
間
、

相
内
～
唐
川
橋
問

脇
元
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｉ
脇
元
ヽ

磯
松
～
唐
川
橋
問

十
三
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
＝
十
二
～

脇
元
漁
協
婦
人
部
＝
脇
元

～
小
泊
間

役
員

ｏ
会
長

・
浜
田
春
士
　
○
副

会
長

・
白
川
君
江
　
○
幹
事

。
鳴
海
養
正
、
奈
良
し
づ
江
、

秋
田
谷
セ
イ
、
村
元
セ
ツ
、

竹
谷
み
ち
、
中
畑
藤
雄
、
山

田
節
子
、
有
馬
正
年
、
中
島

小
売
価
格

一
〇
〇
万
円
の

一
六

〇
〇

ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
の
自
家
用
乗
用

車
を
例
に
、　
一
年
間
ど
の
く
ら
い

の
税
負
担
に
な
る
か
計
算
し
ま
す

物
品
税
（耐
用
年
数
六
年
）

一
万
六
、
五
三
二
円

自
動
車
重
量
税
（車
検
期
間
二
年
）

一
万
二
、
六
〇
〇
円

自
動
車
取
得
税
（耐
用
年
数
六
年
）

八
、
三
二
三
円

自
動
車
税
　
一二
万

一
、
五
〇
〇
円

揮
発
油
税

・
地
方
道
路
税

（年
間

一
、　
一
一
〇
ι
消
費
）

四
万
七
、
八
四

一
円

〈
口
　
計
　
一
一
万
六
、
七
九
六
円

故佐藤氏に勲五等瑞宝章
7月 26日 自宅で伝達式

〔写
真
〕

叙
勲
は
高
橋
県

民
広
報
課
長
補

佐
か
ら
長
男
哲

也
さ
ん
に
伝
達



「タッタッタ…タッタッタ」相内矛

4チ ームの応援にも熱がのる

l升 ビンど交換 してくれよ″とびん

つり競争

お年寄りに人気のゲー トボール

広報しうら ら

拾い集める人・投げ入れる人のコン

ピネーションもビッタリ。さて確率

お酒もちょっびり入って ?大田チー

応援 も華やかに

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
村
民
の

親
善
と
融
和
を
は
か
ろ
う
―
と
第

五
回
村
民
体
育
大
会
は
七
月
十
六

日
村
民
約
八
百
人
が
参
加
し
て
市

浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

大
会
は
朝
か
ら
気
温
が
グ
ン
グ

ン
上
が
り
、
約
五
百
人
の
選
手
役

員
が
入
場
。
斎
藤
敏
勝
副
大
会
長

が
開
会
宣
言
を
し
た
後
、
聖
火
が

入
場
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ナ
ー
は
十
二
第
ニ
チ
ー
ム

の
本
荘
悟
選
手
。
観
衆
の
拍
手
に

む
か
え
ら
れ
た
本
荘
さ
ん
は
、
グ

ラ

ン
ド
を

一
周
し
、
特
設
さ
れ
た

聖
火
台
に

一
気
に
か
け
の
ば
り
姫

人
に
点
火
、
開
会
式
の
ム
ー
ド
を

も
り
あ
げ
ま
し
た
。

白
川
大
会
長
が

「
日
常
生
活
の

中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
入
れ
住
民

相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
こ
う
」

と
あ

い
さ
つ
し
た
の
に
続
き
、
来

賓
を
代
表
し
て
青
山
村
議
会
議
員

が
祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。
選
手
を

代
表
し
て
、
脇
元
第

一
チ
ー
ム
の

竹
谷
ヨ
シ
エ
選
手
が

「
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
シ
ッ
プ
に
の
っ
と
り
正
々
堂

―

〓
署

「―

々
と
競
技
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓

い
ま
す
崚
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し

競
技
は
、
村
内
九
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
の
対
抗
方
式
。
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
二
人
三
脚

・
ビ
ン
つ
り

。

ア
メ
喰

い
・
タ
マ
ひ
ろ
い
競
争
な

ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
種
目
の
ほ
か
、

徒
競
走

・
砲
丸
投
げ

・
走
り
巾
と

び
な
ど
陸
上
競
技
種
目
ま
で
、
年

代
別
に
得
点
と
賞
品
を
競

い
合

い

ま
た
、
太
田
チ
ー
ム
と
相
内
第

四
チ
ー
ム
の
応
援
も
熱
を
帯
び
て
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
元

気
は
つ
ら
つ
と
し
た
ハ
ッ
ス
ル
ぶ

り
を
み
せ
、　
一
日
中
楽
し
い
笑

い

声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。
対

抗
得
点
で
は
相
内
第
ニ
チ
ー
ム
が

圧
到
的
な
強
さ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
相
内
第
二
、
②
脇
元
第

一
、
③

相
内
第
四
、
④
相
内
第
二
、
⑤
太

田
、
⑤
磯
松
、
⑦
千
三
第
二
、
③

相
内
第

一
、
③
脇
元
第
二
、　
⌒十

二
第

一
チ
ー
ム
は
棄
権
）
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第
十
二
回
西
北
地
区
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
七
月
二
十

三
日
市
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
約

四
百
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
来
賓
席
に
は
、
本
村
章

一
、

花
田

一
県
議
会
議
員
も
か
け
つ
け
、

各
選
手
ひ
と
り
ひ
と
り
に
激
励
の

こ
と
ば
を
か
け
、
参
加
選
手
た
ち

は
不
自
由
な
体
を
克
服
、
元
気

い

っ
ば

い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

大
会
は
、
午
前
九
時
四
十
五
分

か
ら
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
鶴
田

町
選
手
団
を
先
頭
に
入
場
行
進
。

高
西
善
六
市
浦
村
身
障
者
福
祉
会

副
会
長
の
開
会
宣
言
に
続

い
て
、

国
旗
大
会
旗
掲
揚
、
青
山
又

一
西

北
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合

会
長
、
工
藤
公

一
西
北
地
方
福
祉

事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

花
田
県
議
会
議
員
が
来
賓
を
代
表

し
て
祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
で
は
、
長
野
国
体
出

場
が
決
ま

っ
て
い
る
市
浦
村
の
奈

良
良
光
選
手
が

「身
体
の
ハ
ン
デ

イ
を
の
り
こ
え
、
正
々
堂
々
競
技

す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。

」
と
カ

強
く
選
手
宣
誓
を
し
、
開
会
式
を

盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

競
技
は
、
百
メ
ー
ト
ル

・
走
り

巾
と
び

・
砲
九
投
げ
な
ど
正
式
競

技
の
ほ
か
、
豆

つ
ま
み

。
ラ
ム
ネ

飲
み

。
西
北
対
抗
綱
引
き

。
ウ
サ

ギ
跳
走
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
工
夫
を

こ
ら
し
た
競
技
が
多
く
、
選
手
は

一
生
け
ん
め
い
プ
レ
ー
を
し
、
和

″
身
障
者
の
祭
典
″
に
ふ
さ
わ
し

い
楽
し
い

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

1位から順序よく並んで……でも賞品は

力の入った西北対抗綱引きは 1対 1

次から次へとポール送 りもかろやかに。

郵便屋 さんも今 じゃバイクです。自転車の運乗 り競争。

堂々の市浦村選手団です。
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津軽の先住民族「
―‐~・…～

1   阿曽部族は津軽量古の民族だという

わ
が
も
の
顔
に
狩
猟

阿
曽
部
の
森

（岩
木
山
の
前

身
）
を
中
心
に
、
手
に
手
に
石

棒
、
石
槍
、
石
斧
な
ど
を
ふ
り

か
ざ
し
、
山
野
を
ば

つ
渉
し
て

鳥
獣
を
狩
り
、
草
木
の
実
や
葉
、

球
根
を
採
集
し
た
り
、
谷
間
の

流
れ
や
海
辺
に
魚
を
と
り
、
貝

を
あ
さ
つ
た
り
し
て
、
山
幸
、

海
幸
の
豊
か
な
津
軽
の
海
山
川

豊

島

勝

蔵

を
わ
が
も
の
顔
に
堂
々
と
生
活

を
楽
し
ん
で
い
た
阿
曽
部
族
は
、

こ
れ
ら
獲
物
を
す
べ
て
生
の
ま

ま
、
煮
た
り
焼
い
た
り
し
な
い

で
食
べ
る
の
で
す
。
ま
た
、
魚

貝

。
鳥
獣

・
木
の
実
等
を
乾
燥

さ
せ
て
、
冬
の
食
物
に
保
存
じ

女

子

は
顔

に
入
れ
墨

背
た
け
が
割
に
小
さ
く
、
身

体
に
は
毛
が
深
く
生
え
、
女
子

は
大
人
の
印
と
し
て
、
顔
面
に

入
れ
墨
を
し
、
と
て
も
冬
の
寒

さ
に
強
か

つ
た
と
い
う
阿
曽
部

族
の
容
搬
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
に

似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
は
ち

が
う
民
族
だ
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と

で
は
ア
イ
ヌ
人
と
の
相
逮
は
わ

か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
女
子

の
入
れ
轟
の
点
に
つ
い
て
は
、

元
来
ア
イ
ヌ
人
は
入
れ
■
を
し

て
い
な
か

つ
た
と
い
う
点
で
相

違
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ア
イ
ヌ
人
は
、
コ
ロ
ポ

ツ

１
劇
》

―

ク
ル
人
の
入
れ
墨
を
真
似
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

驚
き
か
ら
僣
仰
が
…
…

つ
ぎ
に
、
信
仰
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
阿
曽
部
族
の
信
仰
、

神
と
し
て
日
の
神
・
山
人
の
神

・水
の
神
・男
女
の
神
を
崇
め

ま
し
た
。
私
は
、
古
代
に
お
け

る
信
仰
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、

す
べ
て
、
そ
の
民
族
に
と

つ
て

の
驚
き
か
ら
発
生
し
た
も
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に

考
え
て
も
解
決
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
卜
手
思Ｌ
静
な
現
象
た
発

生
し
た
場
合
、
そ
こ
に
驚
き
を

感
じ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
信
仰

に
連
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し

よ
う
か
。
日
の
神

は

太
陽
神
で
す
。
朝
に
東
か
ら
昇

リ
タ
に
西
に
沈
み
、
阿
曽
部
の

民
に
暖
か
さ
と
明
る
さ
に
よ

つ

て
、
健
康
の
源
を
与
え
、
精
神

を
快
道
に
し
て
く
れ
る
慈
量
に

満
ち
た
神
で
す
。
山
火
の
神
は

噴
火
の
神

・
雷
火
の
神
で
す
。

阿
曽
部
の
民
Ｌ
と

つ
て
は
、
恐

い
で
あ
り
驚
き
で
な
く
て
な
ん

で
あ
り
ま
し
よ
う
。
水
の
神
と

は
阿
曽
部
の
民
に
と

つ
て
は
、

荒
れ
狂
う
怒
濤
の
神
、
大
風

一

過
の
平
静
の
神
、
魚
貝
豊
庫
の

神
、
人
類
生
存
の
神
で
あ

つ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
男
女
の

神
と
は
、
男
根
の
神
と
女
根
の

神
と
を

い
い
ま
す
。
男
女
の
交

り
に
よ

つ
て
、
縮
た
な
る
生
命

が
誕
生
し
、
子
孫
繁
栄

・
種
族

隆
昌
が
出
来
る
こ
と
は
、
阿
曽

部
の
民
の
最
大
の
驚
き
、
最
大

の
不
思
議
で
あ

つ
た
に
ち
が

い

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
神
々

を
祭
る
に
は
、
い
け
に
え
を
捧

げ
て
丁
重
に
崇
め
る
風
習
が
あ

死
後

は
焼

い
て
灰

に

阿
曽
部
族
に
は
墓
所
が
あ
り

ま
せ
ん
。　
一
族
が
死
に
ま
す
と
、

死
骸
を
焼

い
て
灰
と
し
ま
す
。

骨
は
て
い
ね
い
に
砕

い
て
粉
々

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
持

っ
て
、
風
の
あ
る
高

い
山

の
嶺

に
の
ぼ
り
、
風
に
飛
ば
し

て
し
ま
う
の
で
す
。
死
骸
を
焼

く
と
、
煙
が
高
く
天
上
に
あ
が

り
ま
す
。
ま
た
、
灰
や
粉
は
風

に
乗

つ
て
、
東
日
流
の
山
里
や

海
に
散
り
下
り
ま
す
。

つ
ま
り
、

風
の
相
と
な

つ
て
東
日
流
の
山

河
海
に
舞

い
く
だ
り
、
東
日
流

に
再
び
生
き
か
え
る
こ
と
が
出

来
る
と
い
う
考
え
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

阿
曽
部
族
な
が
に
義
あ
れ
と

祈．斜
し
〓
し
よ
う
。

（
寛

政

年

間

一
七

八

九

～

一
八

〇

一
）

■
物
称
言
及
び
通
弁

シ

ニ
バ

ナ

（
竹

の
花

）
　

オ

ロ

チ

（
酒

酔

い
）

ヂ

キ

ン

⌒
か

む

り

物

）
　

カ

デ

モ

ノ

（
味

嗜

）

ベ

ジ

ナ

ベ

⌒
肉

）
　

チ

ョ
ケ

イ

（
色

仕

か

け

）

ゴ

ン

ポ

ホ

リ

⌒

強

情

）
　

イ

ポ

シ

（
武

術

家

）

タ
ダ

ギ

⌒
合

戦

）

イ

チ

コ

⌒

藁

籠

）

サ

イ

モ

ツ

（
菜

食

）

ケ

ガ
ゾ

⌒
飢

餓

）
　

パ

ゲ

⌒
夜

）

タ

マ
シ

⌒
幽

霊

）
　

コ
ウ

シ

ド

（
窓

明

戸

）
　

カ

コ

ツ
ケ

（

⌒
間

句

）
　

ク

サ

イ

キ

（
入

梅

）
　

ケ

ホ

チ

（
開

拓

）

ケ

リ

⌒
は

き

も

の

）
　

ニ

ニ

ョ
ゴ

（
に

ん

に
く

）

カ

ン
ピ

ロ

⌒
夷
地

ね

ぎ

）
　

マ

イ

ネ

⌒
出

来

ぬ

）

キ

ミ

ウ

カ

タ

リ

⌒
遺

言

）

ボ

ツ
テ

（
追

手

）

・オ

ボ

キ

（
針

箱

）
　

ク

ロ

（
あ

ぜ

道

）

、
ガ

ン
ト

リ

マ

⌒
や

せ
馬

）

ゼ

ン

コ

⌒
銭

）
　

ツ
プ

サ

ケ

（
か

ん

濃

）
　

ハ

ッ
ポ

（
煙

出

口

）

ア

マ
ケ

（
曇

）
　

メ

ク

フ
ォ

ド

シ

（
朝

仕

事

）
　

ガ

ゴ

⌒
岩

穴

）

ケ

フ
　
⌒
ぼ

う

し

）
　

ナ

ン
パ
　
⌒
と

う

が

ら

し

）村

史

資

料

編

上

巻

よ

り

F可あ
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⑦



雄
澤
称
燻
な

芥
東
い

市
浦
社
体
力

，
く

，
Ｆ
進
協
議

会
で
は
、
初
心
者
向
け
の
健
康
体

操
と
ダ
ン
ん
の
〓
い
を
開
き
ま
す
。

暑
い
と
き
に
は
、
と
か
く
栄
養
が

か
た
よ
り
体
調
も
み
だ
れ
が
ら
に

な
り
ま
す
。
夏
場
に
ふ
さ
わ
ｔ
い

運
動
を
し
て
、
体
調
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
ふ
ん
い

き
で
一
汗
か
け
る
体
操
と
ダ
ン
ス

の
集

い
に
、
気
軽
な
多
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

と
き
　
昭
和
五
十
二
年
八
月
九

日
、
十
日
、
午
後
七
時

と
こ
ろ
　
相
内
児
童
館

講
師
一
■
株
市

二
一一戸
ザ
ン
ス

、
ス
タ
一―
ル

栄
ユ
言
箸
繋
変
善
丁

多
後
巌
芝

簡̈
栄
花

。
国
内
産
米
の
検
査
等
級
区
分
は
、
　
　
こ
の
改
正
Ｉ
、　

一

昭
和
三
十

一
年
以
後
、　
一
～
五
等
　
　
口
昭
和
四
十
四
年
の
自
注
流
通
制

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

　

度
の
発
足
以
降
、
品
質
の
評
価
が

の
改
正
に
よ
っ
て

「等
級
区
分
」
　

等
級
を
細
分
化
す
る
よ
り
も
銘
柄

は
現
行

一
～
二
等
を
合
併
し
て
新
　
　
に
重
き
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

一
等
に
、
発
行
四
等
は
新
二
等
に
一　

．■
こ
と
¨
　
．̈　
　
　
　
　
一一

現
行
五
等
は
新
一二
等
に
な
り
ま
す
Ｑ
　
■
最
近
稲
作
の
機
械
化
、
嗜
功
化

唸
お
、
検
査
の
規
格
は

「等
級
　
　
に
は
つ
て
ヽ
一
■
二
等
級
珠
り
出

区
分
」
と
同
じ
よ
う
に
、
新
規
格

の
二
等
は
現
在
の
五
等
、
二
等
は

四
等
と
同
じ
に
な
り
ま
す
が
、　
一

等
■
つ
い
て
は
現
在
の
二
等
と
同

じ
規
格
に
な
り
ま
す
。

回
り
率
が
減
少
し
た

こ
と
ｏ

■
囀
米
機‐
の
性
能
、

と
う
精
技
術

の
向
上
な

ど

に
よ

っ
て
細
分
化
が

必
要
な
く
な

っ
た

こ
と
。

■
倉
庫

の
収
容
力

の
増
大
、
運
送

の
効
率
化
や
売
買
業
務
の
簡
素
化

な
ど
米
の
流
通
合
理
化
、
検
査
業

務
の
能
率
化
に
も
適
合
す
る
こ
と
。

■
米
の
取
引
当
事
者
が
、
等
級
を

三
区
分
に
整
理
合
理
化
す
る
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
こ
と
。
―
卜
な

ど
の
理
由
で
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
検
査
規
格
は
五
十
二
年
産

米
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

堡

誓

東
北
電
力
で
は
、
停
電
事
故
が

お
こ
ら
な
い
よ
う
常
に
設
備
を
点

検
し
、
必
要
に
応
じ
設
備
の
取
り

替
え
や
改
善
、
増
強
工
事
を
作
業

停
電
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
停
電
日
は
、
あ
ら
か
じ
め

街
頭
放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
）

⑦ 広報しうら

■●ざヒηホ
=ふ
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球商嫌輛ffi●.櫓静

恒例の十二の砂山まつりは、 8月 13日 から16日

までの4日 間、十シ ]ヽ学校を主会場に行れます。

このほど開かれた十二の砂山まつり実行委員会

では、期間中の行事日程を次のとおり定め、部落

あげてのまつりにしよう―。と取りくんでいます。

■十二のOlllま つり行事    '    i

市浦村観光協会では次により観光土産品のアイ

デアを募集 しています。市浦村のatH発 のため

にふるって応募 してください。

応募者には薄謝 を呈 します。

■応募のきまり

1。 この地方にふさわしい土産品であること。

2.応募品は、市補村商工会事務局へ持参する。

3.締切 りは 8月末日

4.9月 上旬に応募作品の品評会 を行ないます。

森

ム買

'運

行
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(2)  乳中切● 7ヶ

脇 十 十 脇

元 三 二 元

歳 歳 歳 歳

歯の名前とはえる時期

歯

の

生

由
の
で
き
る
土
台
の
ア
ゴ
の
骨

は
胎
生
六
週
間
頃
で
き
、
胎
生
二

カ
月
頃
に
な
る
と
、
こ
の
骨
の
中

に
乳
歯
が
芽
ば
え
、
四
～
五
カ
月

頃
に
は
母
体
の
ユ
液
か
ら
カ
ル
シ

ユ
ウ
ム
や
リ
ン
を
と
り
石
灰
化
を

開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
永
久
歯
も
す
で
に
胎
生

三
～
四
カ
月
頃
に
は
芽
が
準
備
さ

れ
、
出
生
後
石
灰
化
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

歯
の
名
前
と
は
え
る
時
期
は

図
表
田
ヽ
囲
の
と
お
り
で
す
が

こ
れ
は
あ
く
ま
で

「標
準
」
で

半
年
ぐ
ら
い
の
ズ
レ
が
あ
っ
て
も

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

―
餃
専

―

い

た

ち

は
え
変
わ
る
時
の
注
意

乳
歯
か
ら
永
久
歯

へ
の
は
え
変

わ
り
は
乳
歯
の
脱
落

⌒抜
け
る
）

↓
永
久
歯
の
萌
出
（は
え
て
く
る
）

と
い
う
ほ
で
行
わ
れ
ま
す
。
乳
歯

の
根
が
と
け
て
き
て
自
然
に
抜
け
、

そ
の
後

へ
永
久
歯
が
は
え
て
き
ま

す
が
、
こ
の
交
換
が
う
ま
く

い
か

な
い
と
、
永
久
歯
に
悪

い
影
響
を

与
え
ま
す
。

次

の
点
に
気
を

つ
け
よ
う

０
　
乳
歯
が
少
々
ぐ
ら
つ
い
て
も

無
理
に
動
か
さ
な
い
で
自
然

に
抜
け
る
ま
で
待
つ
こ
と
。

Ｏ
　
乳
歯
が
抜
け
な
い
う
ち
に
永

久
歯
が
出
て
き
た
ら
、
歯
医

者
に
抜

い
て
も
ら
う
こ
と
。

０
　
永
久
歯
が
正
し
い
位
置
に
正

し
く
萌
え
て
い
る
か
、
曲

・
が

つ
た
り
、
斜
め
に
向

い
た
り

し
て
い
な
い
か
、
よ
く
観
察

す
る
。

乳
歯
に
む
し
歯
が
あ
る
と
、
永

久
歯
と
の
前
え
変
わ
り
が
う
ま
く

い
か
ず
、
八
重
歯
や
乱
ぐ
い
歯

（

歯
列
不
正
↓
歯
並
び
の
悪

い
こ
と
）

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は

顔
だ
ち
を
損
う
だ
け
で
な
く
、
食

ベ
カ
ス
が
た
ま
り
や
す

い
こ
と
か

ら

「
む
し
歯
」
や

「歯
槽
膿
漏
」

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
む
し
出
の
現
状
は
、

一
歳
で
ｎ
％
、
二
歳
で
５２
％
、
三

歳
で
８４
％
と
い
う
数
値
に
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
治
家
は

三
歳
で
１９
％
、
五
蔵
で
４．
％
ぐ
ら

い
で
す
。

「
ど
う
せ
薦
え
変
わ
る

の
だ
か
ら
」
と
放

っ
て
お
く
場
合

が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
む
し

歯
は
全
身
の
発
育
、
健
康
、
性
格

形
成
に
も
影
響
す
る
た
め
早
く
治

療
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

ま
た
、
永
久
歯
は

一
生
つ
き
あ

う
歯
で
す
。
更
に
大
事
に
ｔ
な
け

れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

（相
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・
浜
田
幸
子
姜
饉
教

論
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力
）
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善

小
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三
）
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志
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元
）
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代
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敏
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）
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（二＝恵美＝　一鳳　隷｝

（＝岬　翻汁　一晴　剌一

（細嫌い何割　一椰　潮一

（鱗回　弘鶏　一は児脚一

（羅額　釧雌　一鋼　練一

（］田美靭“　一購　蔵一

（動制　卜鶴　一村　に一

（蹴精　婦一　一嘲　前一

（峰輝万繊刹　一＝　コ一

（聞脚　購韓　一樹　に一

（牲組いけ轟　一脚　油一
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